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1 発音の地域差　2 アクセントの地域差　3 イントネーションの地域差






1 共通語化・標準語化　2 方言と共通語の使い分け　3 伝統方言の現在
4 中間方言の発生　5 新しい方言の発生と広がり
6 近代化によることばの地域差
第 5章　「方言」から見える日本の社会
1 方言の社会的位置づけの変遷　2 地域資源としての「方言」
3 言語意識から見た地域類型　4 ヴァーチャル方言と方言ステレオタイプ
5 社会現象としての「方言」―「方言コスプレ」という現象―
6 方言研究の社会的意義
付章　調べてみよう
3.　この本の意義
私たちは，この本を通して一人でも多くの人が方言学を身近に感じるようになり，また，
一人でも多くの人が自分でも方言を調べてみたいと思うようになることを願っています。そ
のために，付章「調べてみよう」では，調査のテーマや調査のためのヒントを載せています。
この本が，ことばの仕組みやことばの変化の面白さ，日本の社会について考えるきっかけと
なれば幸いです。
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